
日本画は千数百年という長い伝統を持つ、世界に類を見ない絵画様式です。しかし、
歴史的にみますと日本画は何度も存亡の危機にさらされて、時には日本画滅亡論さ
え叫ばれたことがあります。しかし、日本画はそのたびに不死鳥のように甦り、今日
の隆盛をみているのです。それはなぜでしょうか。そして、そもそも日本画とはどう
いうものなのでしょうか。
そこで、見たことはあっても、素材や技法はあまり知らないという日本画について、
その一端を紹介したいと思います。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月14日（日）  14：00～16：00

アートスペース A

180名
一般1,000円　学生500円

講　師

田渕 俊夫
たぶち・としお
日本画専攻客員教授

美術講座
日本画 日本画について

講座内容

1941年東京生まれ。
1967年東京藝術大学大学院日本画修了。
現在、東京藝大名誉教授。愛知県立芸術大学客員教授。日本美術院常務理事。

日本画を制作されている方々、また興味をお持ちの方々に、日本画制作の過程を自身
のスライドでご紹介したいと思います。
100号の大作と10号程度の小品の制作過程を工程ごとに説明致します。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年12月12日（日）  14：00～16：00

アートスペース E・F

60名
一般1,000円　学生500円

講　師

吉村 佳洋
よしむら・よしひろ
日本画専攻准教授

美術講座
日本画 日本画制作の過程を通して

講座内容

1964年　大阪府生まれ
1990年　愛知県立芸術大学大学院修了
現在　　  日本美術院特待
　　　　  愛知県立芸術大学准教授

来春、ゴッホ没後120周年記念の大きな回顧展（巡回展）が名古屋市立美術館で開催さ
れます。今回は、門外不出と言われていたファン・ゴッホ美術館の『アルルの寝室』（オリ
ジナル）も来ます。本講座を受講すれば、展覧会の作品の見え方も随分変わるでしょう。
入手できる可能な範囲から集めたデータを収録しました。過去に受講された方も、珍し
い作品を多く紹介するので、飽きることなく新たな発見があると思います。多面的に、そ
して、今回はゴッホの死にも迫りたいと思います。一回に見せる作品は100枚程度（４
回目は別）。他のどんなゴッホの講座よりも詳細ですので、ゴッホに精通している人も退
屈させません。初心者にもわかりやすく説明します。
（計４回、各講座は独立しています。連続で受けていただけるといいのですが、もし、無
理なら、ばらばらでも問題ありません。）

１回目：ゴッホの素描（全時代）
２回目：オランダからアルルの夏までの油絵作品
３回目：アルルの夏から最後の油絵作品
４回目：ゴッホの贋作を、造形的特徴から明らかにする。
　　　（発表作品を中心に、その周辺にある疑わしいものを対象とします。）

なお、8月初旬に『ゴッホの宇宙（そら）』（中央公論新社・1800円・読む画集）が刊行さ
れます。画家ゴッホの通史で、造形的視点から書かれていますし、著者の仮説も多く含ん
だ本です。興味のある方は事前に一読願えると、講座の充実度が増すと思います。

美術講座
油画 画集ではわからないゴッホ探求の旅 １～４

講座内容

東京藝術大学油画専攻卒業以来、造形的作品の制作と発表を続けている。
『ゴッホの遺言』でゴッホの贋作を明らかにして以来、ゴッホを中心に執筆活動にも従事している。
『ゴッホの証明』『ゴッホの復活』『色彩浴』など。

開 催 日 時

会　　　場
定　　　員
受　講　料

第1回目　平成22年10月22日（金）  19：00～20：30

第2回目　平成22年10月29日（金）  19：00～20：30

第3回目　平成22年11月12日（金）  19：00～20：30

第4回目　平成22年12月10日（金）  19：00～20：30

アートスペース A

各回 180名
各回 一般1,000円　学生500円

講　師

小林 英樹
こばやし・ひでき
油画専攻教授

東西の絵画表現の大きな差異は、ものの立体感の捉え方にある。例えば、レンブラン
トの絵画は明暗を描き分けて立体感がある。浮世絵の歌麿や写楽の顔には、明暗表
現はない。平面的・紋様的である。このように、西洋とは全く異なる伝統美術を持つ日
本であるが、明治時代以降洋画が急激に普及した。
本講座では、スライドを多数用意する。西洋絵画の技法や材料を説明しながら、その
特色を明らかにする。また、わが国の伝統絵画と対比して、それぞれの特色について
理解を深める。その上で明治時代以降の洋画家が西洋画をどのように受け入れたか
を検証する。明治時代の日本画家はどう対応したのか。西洋画受容の中で、起こった
問題点を明らかにして、今後の指針としたい。受講者には、絵画鑑賞がより深くなる機
会となるでしょう。

美術講座
油画 東西の視覚（絵画表現の差異）

講座内容

1934年東京八王子生まれ。1959年、東京藝術大学美術学部油画科卒業。61年、同大学同学部油
画専攻修了。07年より愛知県立芸術大学客員教授。明治美術学会理事、日本美術家連盟資材顧問。
30年にわたり、幕末・明治の洋画家・高橋由一の技法の解明に取り組み、油絵作品約40点を科学的
に調査してきた。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年12月11日（土）  14：00～16：00

アートスペース E・F

60名
一般1,000円　学生500円

講　師

歌田 眞介
うただ・しんすけ
油画専攻客員教授

本学デザイン専攻でおこなっているデザイン基礎実技Ⅰ：色彩研究（作品講評）の授
業を体験してもらいます。下記の色彩課題の作品を当日までに制作してください。そ
の作品を当日持参してもらい、課題作品の講評会をおこないます。
課題A　B3の画面に「浮かんだ立体」を色彩で表現しなさい。
課題B　B3の画面に「あなたの太陽」を色彩で表現しなさい。
A、Bどちらかの課題を選択して制作してください。（両課題制作も可）
両課題ともに、画面の縦、横の使い方や、形、色数など、すべて自由に考えてください。
B3サイズのパネル（水張り）か、イラストレーションボードを使用してください。また、
絵の具は、ポスターカラーなど色面の構成がしやすいものを使用してください。

色彩の授業を通してデザインの基礎について講義をします。持参作品がなく、聴講だ
けでもかまいません。時間の都合上、参加していただいたすべての方の作品を講評で
きない場合があります。ご了承ください。

美術講座
デザイン 色彩（講義と作品講評）

講座内容

愛知県立芸術大学卒業、グラフィックデザイナー、愛知県立芸術大学教授。
しるしのデザイン、漢字のデザインを研究。リニモと路線のグラフィックデザインや日本福祉大学の
シンボルマーク、漢字をテーマにしたポスターや壁画など、基礎研究を応用させた作品が多数ある。
著書に作品集「Shiraki Akira Design Life」時事日本語社、エッセー集「デザイン屋の散歩道」みず
ほ出版など。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月27日（土）  13：00～16：20

アートスペース E・F

40名
一般1,000円　学生500円

講　師

白木 彰
しらき・あきら
デザイン専攻教授

漢字は古代中国に生まれ、東アジアにおける重要な情報伝達媒体として、現代でも変
わらず使われ続けています。他の古代文明で使用されていた文字がその意味と継承
者を失っていったなかで、漢字はなぜ3,500年もの長期間にわたって命脈を保ち続け
ることができたのでしょうか。
漢字の字源・造形原理を解説するとともに、時代とともに少しずつ字形を変化させな
がらも現代にまで継承されてきた漢字の歴史を辿ります。そこには、古代中国人の感
性と、それを受容しながら独自の展開を模索した後世の人々の知恵があります。漢字
はその一点一画に歴史を内包した「データベース」なのです。
知れば知るほど楽しい漢字の世界をあなたも体験してください。
サテライトギャラリーにて同時開催中の展覧会もお楽しみいただけます。

美術講座
デザイン 文字の世界 ― 漢字を知る、楽しむ

講座内容

1968年生まれ。
愛知県立芸術大学大学院修了。現在、愛知県立芸術大学美術学部准教授。
専門領域はヴィジュアルコミュニケーションデザイン。研究テーマとして「文字と書体のデザイン｣に
取り組んでいる。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月28日（日）  13：00～14：30

愛知県立芸術大学サテライトギャラリー
30名
一般1,000円　学生500円

講　師

佐藤 直木
さとう・なおき
デザイン専攻准教授

劇場から市街へ、体験から相互創造へ－。
1969年ドイツ・フランクフルトで開催された国際実験演劇祭「エクスペリメンタ３」に
参加した寺山修司は、このドイツ体験から「ハプニング」「偶然性」「アクシデント」に注
目し、帰国後に街頭からのアジテーションとして演劇を捉える「市街劇」をスタートさ
せる。
1960年代の西洋芸術全般において「パフォーマティヴ的転回」が始まり、作品に代
わって一回性という上演のなかで出来事性を産出する新しい演劇美学が勃興するが、
本講座ではこのようなパラダイム転換を、主に寺山修司の「市街劇」を手がかりに考
察してみたい。

教養講座
演劇論 「市街劇」をめぐって

講座内容

愛知県立芸術大学音楽学部教養教育等准教授、早稲田大学演劇博物館グローバルCOE研究
協力者。博士（学術）。専門は近現代ドイツ演劇・文化史。共著に『メディア論̶現代ドイツにおけ
る知のパラダイム・シフト』、『演劇インタラクティヴ̶日本×ドイツ』、訳書にローラント・シンメ
ルプフェニヒ『前と後』等がある。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月20日（土）  14：00～16：00

アートスペース E・F
60名
一般1,000円　学生500円

講　師

大塚 直
おおつか・すなお
教養教育（ドイツ語）准教授

「アメリカ編 その2:  Aaron Copland (1900～1990 )」
近代アメリカを代表する作曲家の一人“Aaron Copland”の作曲家としての軌跡を
たどり、彼が探求した作風、作品の神髄をさぐる。また、Coplandの代表的なピアノ作
品を音源や演奏を通して紹介する。
※ 演奏者は演奏家として活躍中の本学卒業生及び修了生。

レクチャーコンサート
ピアノ 『近現代のピアノ作品をめぐって』 第2回 「アメリカ編 その2」

講座内容

桐朋学園大学、愛知県立芸術大学大学院、米国カリフォルニア大学大学院、及びミシガン大学大学
院を終了（芸術博士DMA）。これまでに三浦みどり、大堀敦子、オービー・ツェルコ、レオン・フライ
シャー、セオドア・レドヴィンの各氏に師事。
現在、愛知県立芸術大学教授。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年12月4日（土）  14：00～15：30

中リハーサル室
90名
一般2,000円　学生1,000円

講　師

松本 総一郎
まつもと・そういちろう
器楽専攻（ピアノ）教授

日本人の演奏家として、日本語の作品を演奏することは当然であり使命だと考えていま
す。しかし、声楽発声での演奏には克服しなければならない沢山の課題が存在します。
今回は、日本歌曲（日本語訳のオペラアリアを含む）を題材にして、その課題をクリア
し、明確な日本語発音と適切な表現法を習得する過程を公開レッスン形式でごらんい
ただきたいと思っています。専門家だけでなく一般の方々にも参加し、実践して頂きた
いと思っています。

公開レッスン受講者募集
対象：・音楽大学生、及び卒業生
　　  ・一般（合唱団活動等の音楽歴を有する方、楽譜の読める方）
募集人数：若干名
演奏曲目：日本歌曲（日本語訳のオペラアリアを含む）を１曲
受講申込締切：平成23年１月17日（月）必着
申込方法：往復はがきに以下①～③の必要事項をご記入の上、お申し込みください。
　①名前、年齢、性別、連絡先（住所、電話番号）
　②演奏曲の作曲者名、作品名（調性を明記）
　③音楽歴（○○合唱団団員、等）
書類選考によりレッスン受講者を決定いたします。レッスン受講者に選ばれた方には
申し込み締め切り後に電話でご連絡いたします。選ばれた場合は事前に演奏曲の楽
譜の提出をお願いします。また、伴奏ピアニストはこちらで用意いたします。当日に伴
奏合わせの時間を設ける予定です。

公開レッスン
声楽 日本の歌曲を歌う

講座内容

東京芸術大学声楽科卒業、同大学院修士課程修了。ジローオペラ賞新人賞受賞。オペラ、ドイツリー
ト、日本歌曲のレパートリーを沢山持っている。メニューイン、外山雄三、小澤征爾、（故）若杉弘、秋
山和慶、飯守泰次郎、大野和士、下野竜也氏等、著名な指揮者と共演している。昨年度から名古屋
NHK文化講座で「オペラ好きのオペラ講座（実践）」を開講している。愛知県立芸術大学教授。芸術
大学オペラ公演の責任者。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成23年1月30日（日）  13：30～15：30

中リハーサル室
レッスン受講：若干名　見学：90名
レッスン受講：3,000円　見学：一般1,000円　学生500円

講　師

末吉 利行
すえよし・としゆき
声楽専攻教授

公開レッスンを通して、ショパンの練習曲について検証する。
・楽譜からわかること。
・練習曲の目的とその演奏方法、練習の方法について受講者とともに考えてみましょう。

公開レッスン受講者募集
対象：ショパンの練習曲を勉強している方。暗譜で、勉強している1曲を通して弾ける方。
募集人数：２～３名
受講曲目：ショパン「練習曲　作品10、25」の中から1曲
受講申込締切：平成22年10月21日（木）必着
申込時記入要件：
１．氏名・年齢・性別・連絡先（住所・電話番号）
２．演奏曲目
３．音楽歴（学校名・受賞歴等）
書類選考によって受講者を決定いたします。受講者決定次第、ご連絡いたします。

公開レッスン
ピアノ ショパン「練習曲　作品10、25」から学ぶこと

講座内容

東京芸術大学大学院修了。リスト音楽院（ハンガリー）、ベルリン芸術大学（旧西ドイツ）卒業。
安宅賞、日本音楽コンクール、その他国際コンクール多数入賞。国内外で多くの演奏会を行う。
現在、愛知県立芸術大学教授。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月13日（土）  14：00～16：00

中リハーサル室
レッスン受講：2～3名　見学：90名
レッスン受講：3,000円　見学：一般1,000円　学生500円

講　師

熊谷 恵美子
くまがい・えみこ
器楽専攻（ピアノ）教授

今年で４回目となる公開レッスン、一般よりご応募頂いた中から2～3名の方に受講
者としてご参加頂き、音楽を演奏する上で必要な楽譜の読み方｢楽曲の分析、解釈｣、
頭の中で出来上がった音楽を実際に表現する｢テクニック｣等、楽曲をより深く、魅力
的なものに作り上げていく過程を公開レッスン形式でご覧頂きたいと思います。

ヴァイオリン公開レッスン受講者募集
対象（年齢用件・経験）：小学校4年生以上のヴァイオリンを勉強している方（音楽高校
や音楽大学の在学生及び卒業生を含む）
募集人数：２～３名
受講曲目：15分以内のヴァイオリン曲
受講申込締切：平成22年10月19日（火）必着
申込時記入要件：以下の２点を同封の上、お申込み下さい。
１．本人による受講希望曲の演奏を録音したCD、MD、カセット等
２．以下①～④の事項を明記した書面
　①名前、年齢、性別
　②演奏曲目、作品番号
　③音楽歴（学校名、受賞歴、師事歴等）
　④連絡先（住所、電話番号）
書類、音源選考により受講者を決定致します。
レッスン受講者に選ばれた方には申し込み締め切り後にご連絡いたします。伴奏者は
各自ご同伴下さい。選ばれた方には、事前に受講曲の楽譜提出をお願いする場合が
あります。

公開レッスン
ヴァイオリン 音で語る Ⅲ

講座内容

桐朋高校を経てパリ国立高等音楽院首席卒。全日本毎日学生音コン優勝、ロン=ティボー及びヴィエ
ニアフスキ国際コンクール入賞他、受賞多数。13歳でデビュー以来、国内外でオーケストラと共演、リ
サイタルを行う傍ら、TV、NHK-FM、音楽祭等にも出演。デビューリサイタルでは「類稀な才能」と絶
賛された。繊細な美しい音色と深い音楽表現には定評がある。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月6日（土）  14：00～16：00

中リハーサル室
レッスン受講：2～3名　見学：90名
レッスン受講：3,000円　見学：一般1,000円　学生500円

講　師

白石 禮子
しらいし・れいこ
器楽専攻（弦楽器）准教授

北欧の歌曲は、まだまだ日本では馴染みが薄いかも知れませんが、実に美しく、豊か
な表情を持っています。今回は、愛知県立芸術大学大学院の学生２人を受講生とした
公開レッスンで北欧の歌曲を採り上げ、曲作りの過程の中で、その魅力を皆さまにお
伝えしたいと思っております。

受講者：辻井亜季穂（ソプラノ）、大久保亮（テノール）
曲　目：Ｅ．グリーグ 《ソルベイグの歌  Solveigs sang》
　　　  Ｗ．ステンハンマル 《星の瞳  Stjärnöga》　　他

※公開レッスンの受講者は、あらかじめ決まっているため募集はいたしません。

公開レッスン
声楽 北欧の歌曲 ̶スウェーデン、ノルウェー、フィンランドから̶ 

講座内容

スウェーデン出身のコントラルト歌手。王立音楽大学（ストックホルム）卒業後、オペラやコンサート
で活躍。1991年からは後進の指導にもあたっており、1999-2003年、さらに2007年からは、愛知
県立芸術大学に客員教授として招聘されている。

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月7日（日）  14：00～15：30

大リハーサル室
90名
一般1,000円　学生500円

講　師

ビルギッタ・
ノルドファルク
声楽専攻客員教授

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年10月27日（水）  19：00～20：30

中リハーサル室
120名
一般2,000円（一般のみ回数券あり）　学生1,000円　

2008年に弦楽器コースの教授陣により結成された「愛・知・芸術のもり 弦楽五重奏
団」のメンバーが中心となって行うレクチャーコンサート「響宴－室内楽の魅力」
の第１回として、ピアニスト掛谷勇三准教授とホルンの竹村准教授を迎えます。
演奏曲目はブラームスのピアノ三重奏曲 第2番 ハ長調 作品87 とホルン三重奏曲
変ホ長調 作品40 の2曲です。
ブラームスは素晴らしいピアニストでもありました。このピアノトリオの第2楽章
のヴァイオリンとチェロの語り合いは深い悲しみに満ちています。ホルンの力強
いけれど柔らかい魅惑的な音色に包まれながら、室内楽の魅力探検家として弦楽
器とピアノとの響き合いの宴にどうぞご参加下さい。
演奏者：掛谷勇三（ピアノ）、竹村淳司（ホルン）、福本泰之（ヴァイオリン）、白石禮子
（ヴァイオリン）、天野武子（チェロ）

講　師

天野 武子
あまの・たけこ
器楽専攻（弦楽器）教授

掛谷 勇三
かけや・ゆうぞう
器楽専攻（ピアノ）准教授

竹村 淳司
たけむら・じゅんじ
器楽専攻（管打楽器）准教授

福本 泰之
ふくもと・やすゆき
器楽専攻（弦楽器）教授

白石 禮子
しらいし・れいこ
器楽専攻（弦楽器）准教授

室内楽 響宴 － 室内楽の魅力Ⅰ【ブラームス】

講座内容

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成22年11月25日（木）  19：00～20：30

中リハーサル室
120名
一般2,000円（一般のみ回数券あり）　学生1,000円　

「愛・知・芸術のもり弦楽五重奏団」のメンバーが中心となって行うレクチャーコン
サート「響宴－室内楽の魅力」の第2回として、ピアニスト加藤美緒子教授を迎えま
す。
演奏曲目はシューマンのピアノ五重奏曲 変ホ長調 作品44 とヴィオラとピアノに
よる「おとぎの絵本」作品113 の2曲です。
シューマン生誕200年の記念の年に、シューマンの音楽の神髄に近づき、究極のロ
マンティシズムを共感して頂けるようお話を加えながら演奏いたします。室内楽
の魅力探検家として我々弦楽器同志やピアノとの響き合いの宴に是非ご参加下さ
い。
演奏者：加藤美緒子（ピアノ）、桐山建志（ヴァイオリン）、白石禮子（ヴァイオリン）、
福本泰之（ヴィオラ）、百武由紀（ヴィオラ）、天野武子（チェロ）

講　師

天野 武子
あまの・たけこ
器楽専攻（弦楽器）教授

加藤 美緒子
かとう・みおこ
器楽専攻（ピアノ）教授

百武 由紀
ひゃくたけ・ゆき
器楽専攻（弦楽器）教授

白石 禮子
しらいし・れいこ
器楽専攻（弦楽器）准教授

桐山 建志
きりやま・たけし
器楽専攻（弦楽器）准教授

福本 泰之
ふくもと・やすゆき
器楽専攻（弦楽器）教授

室内楽 響宴 － 室内楽の魅力Ⅱ【シューマン】

講座内容

開 催 日 時
会　　　場
定　　　員
受　講　料

平成23年1月29日（土）  14：00～15：30

中リハーサル室
120名
一般2,000円（一般のみ回数券あり）　学生1,000円　

「愛・知・芸術のもり弦楽五重奏団」のメンバーが中心となって行うレクチャーコン
サート「響宴－室内楽の魅力」の第3回として、ピアニスト加藤美緒子教授を迎えま
す。
演奏曲目はメンデルスゾーンのピアノ三重奏曲 第1番 ニ短調 作品49 と弦楽五重
奏曲第1番 イ長調 作品18 の2曲です。
今回の弦楽五重奏曲は現在市販されていないダーフィト版での演奏となります。
ピアノトリオとしては最もポピュラーな名曲と、余り演奏されないけれど素晴らし
い弦楽五重奏曲。室内楽の魅力探検家として我々弦楽器同志やピアノとの響き合
いの宴に是非ご参加下さい。
演奏者：加藤美緒子（ピアノ）、白石禮子（ヴァイオリン）、福本泰之（ヴァイオリン）、
桐山建志（ヴァイオリン・ヴィオラ）、百武由紀（ヴィオラ）、天野武子（チェロ）

講　師

桐山 建志
きりやま・たけし
器楽専攻（弦楽器）准教授

加藤 美緒子
かとう・みおこ
器楽専攻（ピアノ）教授

白石 禮子
しらいし・れいこ
器楽専攻（弦楽器）准教授

福本 泰之
ふくもと・やすゆき
器楽専攻（弦楽器）教授

百武 由紀
ひゃくたけ・ゆき
器楽専攻（弦楽器）教授

天野 武子
あまの・たけこ
器楽専攻（弦楽器）教授

室内楽 響宴 － 室内楽の魅力Ⅲ【メンデルスゾーン】

講座内容

室内楽講座には、お得な回数券をどうぞ！

室内楽３講座については、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを1セット5,000円とした回数券を用意しました。 
各講座開催日の受付、および本学芸術情報課にて販売します。
ぜひ、ご利用ください！

公開レッスン講座について

公開レッスン講座（「北欧の歌曲」を除く）については、レッスン受講者を募集していま
す。各講座の募集要項をご確認のうえ、お申し込みください（3,000円）。
また、レッスンの見学のみの参加も受け付けています（1,000円）。

「あいちトリエンナーレ2010」を見ながら、現代美術を読んでみよう（トリエンナーレガイドツアー）　　トリエンナーレ会場　各10名

日本画について　  アートスペースA　180名

日本画制作の過程を通して　  アートスペースE･F　60名

ゴッホの素描（全時代）　  アートスペースA　180名

オランダからアルルの夏までの油絵作品　  アートスペースA　180名

アルルの夏から最後の油絵作品　  アートスペースA　180名

ゴッホの贋作を、造形的特徴から明らかにする　  アートスペースA　180名

東西の視覚（絵画表現の差異）　  アートスペースE･F　60名

色彩（講義と作品講評）　  アートスペースE･F　40名

文字の世界 － 漢字を知る、楽しむ　   愛知県立芸術大学サテライトギャラリー　30名

22. 8.28 (土).29 (日)

22.11.14 (日)

22.12.12 (日)

22.10.22 (金)

22.10.29 (金)

22.11.12 (金)

22.12.10 (金)

22.12.11 (土)

22.11.27(土)

22.11.28(日)

■ 美術講座（現代美術）■　受講料（一般）1,000円（学生）500円  　※トリエンナーレ会場入場込みの価格です。

■ 美術講座（日本画）■　受講料（一般）1,000円（学生）500円

■ 美術講座（油画）■　受講料（一般）1,000円（学生）500円

■ 美術講座（デザイン）■　受講料（一般）1,000円（学生）500円

13:30～15:00

14:00～16:00

14:00～15:30

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～20:30

14:00～16:00

13:00～16:20

13:00～14:30

森田恒之

田渕俊夫

吉村佳洋

画集ではわからないゴッホ探求の旅１  小林英樹

画集ではわからないゴッホ探求の旅２  小林英樹

画集ではわからないゴッホ探求の旅３  小林英樹

画集ではわからないゴッホ探求の旅４  小林英樹

歌田眞介

白木　彰

佐藤直木

プレ・サテライト講座

サテライト講座

主　　催 ： 愛知県立芸術大学 ／ 愛知芸術文化センター
開催場所 ： 愛知芸術文化センター 12階 アートスペースＡ、Ｅ･Ｆ ／ 地下２階 大リハーサル室・中リハーサル室
　　　　　愛知県立芸術大学サテライトギャラリー
住　　所 ： 愛知芸術文化センター：名古屋市東区東桜1-13-2 （地下鉄「栄」駅下車、徒歩３分）
　　　　　愛知県立芸術大学サテライトギャラリー：名古屋市中区錦３-21 中央広小路ビル３階 （地下鉄「栄」駅９番出口より徒歩５分）
申込方法 ： いずれかの方法でお申込みください。
1.往復はがきに…
　①希望講座名 ②住所（郵便番号） ③氏名（ふりがな） ④電話番号 ⑤年齢 ⑥（学生の場合は学校名）をご記入のうえ、下記までお申し込みください。（１枚で、複数講座お申し込みいただけます。）
　　〒480-1194（ 住所記入不要 ） 愛知県立芸術大学 「 サテライト講座 」係　　　　　　　
2.インターネット上の愛知県立芸術大学ホームページから…
　（http://www.aichi-fam-u.ac.jp/）から、手順に従ってお申込みください。
　※　原則として申込締切日は講座開講の3日前までです（公開レッスン受講者を除く）。
　※　申込締切日になっても定員に満たない場合は、締切日以降も受け付けますので、講座ごとにお問い合わせください。
　※　公開レッスンを受講希望される方は、講師による選考がございます。
問い合わせ先 ： 愛知県公立大学法人 愛知県立芸術大学 芸術情報課
　　　　　　　愛知県愛知郡長久手町大字岩作字三ヶ峯1-114
　　　　　　　TEL:0561-62-1180　FAX:0561-62-0083　E-mail：aigeiweb@mail.aichi-fam-u.ac.jp　http://www.aichi-fam-u.ac.jp/
受講決定方法 ： 往復はがきの場合、先着順で受付け、受講決定者に、はがきで通知（受講決定通知）します。
　　　　　　　インターネットの場合、先着順で受付け、受講決定者に、返信メールで通知（受講決定通知）します。
受講料支払方法 ： 受講決定通知書をご持参のうえ、当日会場にてお支払いください。学生の方は受付時に学生証を提示ください。なお、混雑が予想されますので、開講15分前までにはお越しください。
　　　　　　　　なお、室内楽の回数券は、各講座開催日の受付、および本学芸術情報課にて販売します。

■ 教養講座（演劇論）■　受講料（一般）1,000円（学生）500円

■ 室内楽 ■　受講料（一般）2,000円（学生）1,000円　※一般のみ回数券があります。室内楽Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ連　5,000円

■ レクチャーコンサート（ピアノ） 演奏とお話 ■　受講料（一般）2,000円（学生）1,000円

■ 公開レッスン（声楽）■　受講料（レッスン受講）3,000円　（見学：一般）1,000円（見学：学生）500円

■ 公開レッスン（ピアノ）■　受講料（レッスン受講）3,000円　（見学：一般）1,000円（見学：学生）500円

■ 公開レッスン（ヴァイオリン）■　受講料（レッスン受講）3,000円　（見学：一般）1,000円（見学：学生）500円

22.11.20(土)

22.10.27(水)

22.11.25(木)

23. 1.29(土)

22.12. 4(土)

22.11. 7(日)

23. 1.30(日)

22.11.13(土)

22.11. 6(土)

14:00～16:00

19:00～20:30 

19:00～20:30

14:00～15:30

14:00～15:30

14:00～15:30

13:30～15:30

14:00～16:00

14:00～16:00

「市街劇」をめぐって　  アートスペースE･F　60名

響宴 － 室内楽の魅力 Ⅰ  【 ブラームス 】　　中リハーサル室　120名

響宴 － 室内楽の魅力 Ⅱ  【 シューマン 】　　中リハーサル室　120名

響宴 － 室内楽の魅力 Ⅲ  【 メンデルスゾーン 】　　 　中リハーサル室　120名

「近現代のピアノ作品をめぐって」 第2回  － アメリカ編 その2 －　　中リハーサル室　90名

北欧の歌曲 － スウェーデン、ノルウェー、フィンランドから －　　大リハーサル室　90名 

日本の歌曲を歌う 第3回目　　中リハーサル室　90名

ショパン「練習曲 作品10、25」から学ぶこと　　中リハーサル室　90名

音で語る Ⅲ　　中リハーサル室　90名

大塚　直

語り：天野武子　演奏：掛谷勇三(pf)・竹村淳司(hn)・福本泰之(vn)・白石禮子(vn)・天野武子(vc)

語り：天野武子　演奏：加藤美緒子(pf)・桐山建志(vn)・白石禮子(vn)・福本泰之(va)・百武由紀(va)・天野武子(vc)

語り：桐山建志　演奏：加藤美緒子(pf)・白石禮子(vn)・福本泰之(vn)・桐山建志(vn・va)・百武由紀(va)・天野武子(vc)

松本総一郎

ビルギッタ・ノルドファルク　　

末吉利行　　

熊谷恵美子　　

白石禮子　　

2010-2011

愛知県立芸術大学の講師陣が栄で特別講座を開講します。あなたも参加してみませんか？

参加者募集案内

愛知県立芸術大学

http://www.aichi-fam-u.ac.jp/

http://www.aichi-fam-u.ac.jp/


